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＜例＞ 

・一人一台端末と各教室のアクセスポイントが実現しており、学校の教育活動全般で日常的な活

用が行われている。 

・○○というアプリを活用し・・・・のような創作の授業を行っている。 

・著作権に注意し、歌唱の範唱を各生徒の端末に送り、個人の学習に利用している。 

・グループ学習で、端末の録画機能を利用しお互いのリコーダー演奏の様子を録画し、学習を深

めることに活用している。 

・学習プリントをデータのかたちで提出することとし、評価の効率化を図っている。 

・教育委員会が一般社団法人 授業目的公衆送信補償金等管理協会（SARTRAS）との契約を行った

ので、使用できる鑑賞音源を生徒に配信し、鑑賞の授業を行っている。 

など、具体的な状況や実践事例について箇条書きにしてください。 

 

＊例は参考のため簡潔に記しています。実際の回答はできるだけ具体的にお願いいたします。 

 

６ その他 

（１）調査の回答内容に個人情報等が含まれないようご配慮ください。 

（２）調査回答の内容については、各校の管理職より許諾を得てください。 

（３）調査集計結果は、調査集計結果は、集計が完了次第、本会ホームページ上で公開する予定です

が、その際解答毎の都道府県名も公表いたします。 

（４）パスワードは第三者に漏れないよう厳重に管理してください。 

 

７ 調査結果 

（１）全国調査回答数 １２３件 

（２）都道府県別回答数 

 

都道府県名 回答件数 都道府県名 回答件数 

北海道 １ 愛知 １ 

青森 １７ 三重 ２ 

山形 ６ 京都 ５ 

群馬 １ 大阪 ６ 

千葉 １ 鳥取 １６ 

神奈川 １ 島根 １８ 

長野 １ 広島 ９ 

新潟 ３４ 山口 ４ 

計          １２３ 
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（３）調査結果概要 

ICTの活用の状況はそれぞれの支部によりさまざまだと考えられるが、表現や鑑賞のどの領域分野等

で使われている事例が多いのかを分類してみた。 

 

その結果、重複して分類したものもあるが、①歌唱・器楽（119件） ②創作（62件） ③鑑賞（39

件） ④学習ツールとしての活用（60件） ⑤デジタル教科書としての活用（16件） ⑥提出のツー

ル・その他として（43件）という結果になった。 

 

また、それぞれではどのような活用の仕方が多いのか、主なものを抜きだしてみると 

①表現領域歌唱・器楽分野においては 

・実際の生徒の演奏を録音・録画して共有 

・パート練習時の範唱・範奏の活用 

・自分たちの演奏の録音・録画を振り返ることで表現の工夫に活用 

・リコーダーの運指の確認に録画機能を活用 

・リコーダーの運指などの注意事項が書き込まれた楽譜の共有 

②表現領域創作分野においては 

・Garage band等さまざまなアプリを活用して創作を行う。 

・できた作品を共有する。 

③鑑賞領域においては 

・著作権に注意しながら鑑賞教材の聴き直し、生徒自身が音源の気になるところを繰り返し聴くなど

の用途に活用。 

④学習ツールとしての活用においては 

・調べ学習のツールとしての活用。 

・jamboardなどを活用したシンキングツールとしての活用 

⑤デジタル教科書としての活用においては 

・デジタル教科書の QRコードを使った音の出る教科書としての活用 

⑥提出のツール・その他においては 

・実技テストをデータで提出させるなどして活用 

・デジタルデータとして提出物を回収 

・欠席者への配信など学習保障のツールとしての使用 

・楽典の問題集的な活用 

・著作権に注意しながら合唱コンクールの選曲の際などに活用 

 

といった結果となった。 

 

（４）回答内容  次頁以降に掲載  
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1 山形県

①一人一台端末と各教室のアクセスポイントが実現しており、学校の教育
活動全般で日常的な活用が行われている。
②グループ活動やパート練習で端末の録画機能を利用し、自分たちの演奏
を振り返ったり、お互いに聴き合ったりして学習を深めることに活用して
いる。
③デジタルピアノというアプリを利用し、短いメロディを作るなどして創
作の授業で活用している。
④使用できる鑑賞音源を使用して様々な楽曲を聴き比べるなど、鑑賞や合
唱の授業に活用している。

2 島根県

 ①端末の録画機能を利用し、演奏の様子を録画し、比較鑑賞等している。
②端末のカメラ機能を利用し、ライブの状態で電子黒板に映し、表情や姿
勢を確認できるようにしている。

3 島根県

①歌唱の際、楽譜を読むことが難しい生徒のために「デジタル教科書」の
歌詞が流れていく機能を活用している。
②iPadの「Garage Band」を用いて旋律づくりの創作を行い、録音しなが
ら創意工夫を行った。

4 山形県

 ①１人１台端末を利用し、自分のお気に入りの曲をプレゼンした。
 ②songmakerというアプリを利用し、創作の授業を行った。

③箏の授業のお手本動画を共有フォルダに上げ、参考にさせた。また、評
価を行う際は、自分が演奏した動画を共有フォルダに提出させた。これま
では１人１人時間をかけて評価していたが、短時間で同時に行えるように
なった。

5 島根県
①合唱コンクールの選曲を行う際に、歌詞を検索し、範唱と併せて鑑賞す
る。

6 群馬県

①デジタル教科書には、教材の演奏や各楽器の特色など様々な動画が含ま
れているので、鑑賞の授業の一斉指導において活用するだけでなく、生徒
一人ひとりの興味関心に応じた自発的な学習においても活用している。
②合唱の学習においては、パートごとにそれぞれの旋律を再生することが
できるので、パート練習の効率化も図っている。

7 島根県

①一人一台のタブレット端末が配られており、各教室で使用できるように
なっているため、音楽の授業(音楽室)でも使用することができる。（学校

 の教育活動全般で、適宜タブレット端末を活用している。）
②「ボーカロイド」というソフトを使用して、創作の学習で活用してい
る。（キーボードの鍵盤代わりとして）
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8 島根県

①一人一台端末が整備されている。普通教室にはアクセスポイントがある
が、音楽室には未設置である。
②インターネット環境が不安定で、教室で複数台起動することが難しいこ
とがある。

9 島根県
著作権に注意し、合唱などの音源を各端末で視聴できるようにしている。

10 鳥取県

①筝の学習で、タブレットで手元を写して模範演奏を行ったり、演奏の様
子を録画し、意見交換しながら改善点を見つけたり、録画した動画を提出

 させて評価したりしている。
②Jamboardを使い、作曲家についてグループで調べ学習をしている。

11 島根県

 学校用タブレットを使用し、
①たとえば浜辺の歌を指導する際に、波打ち際の映像を録画してきてお
き、生徒に実際の朝や夕方の情景、波の音を聴かせながら、音楽表現につ
いて考えさせる、など。
②たとえば生徒一人一人が自分のタブレットに歌唱を録画し、学校クラウ
ドにアップロードし、教員が技能評価や生徒へのフィードバックを行うな
ど。

12 島根県

①電子黒板でデジタル教科書を見せ、教師や生徒が書き込みをしながら要
 点を押さえている。

②鑑賞時に情景のイメージを膨らませるために、デジタル教科書内の画像
を見せている。

13 鳥取県

①グーグルクラスルームのフォームで小テストやアンケートを実施してい
 る。

 ②「ソングメーカー」で創作の授業を行っている。
 ③「ロイロノート」で自分の歌唱を自撮りして提出させている。

④合唱のパート別音源を生徒の端末に送り、個別の学習に利用している

14 鳥取県

①リズム創作の活動では、Garageband というアプリを使用して、4小節の
自分で作った簡単なリズムを友達のリズムと重ねたり、サンプル音源を重
ねたりして創作させた。
②旋律の創作活動では、Songmakerというウェブサイトを使用して、和声
の進行をもとに主旋律を創作。最後に和声も重ねてオリジナル曲を完成さ
せた。完成後は、googleのスプレッドシートにURLを添付し、友達同士で
鑑賞したり評価しあえるようにした。また、評価にも使用する。

15 島根県

①デジタル教科書を使い写真などの資料を拡大してテレビ画面で確認した
り、楽譜を目で追いながら歌うことができる。
②創作（作曲）の授業のときにピアノアプリを使い、自分の音楽を弾きな
がら確認し、気に入るまで作り直すことができる。また、録音機能を使う
と、完成した曲をすぐに他の人と共有することもできる。
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16 鳥取県
録画・録音したデータをclassroomで配布し、感想の記入・提出にgoogle
フォームを用いている。

17 鳥取県
ロイロノートを活用し、ノート内に格納した音源や資料をもとにした鑑賞
の授業を行っている。共有機能を使い、グループで意見を共有しながら生
徒一人ひとりの意見や考えをまとめる授業を行っている。

18 島根県
グループ学習で、端末の録画機能を利用している。お互いのリコーダー演
奏や、創作したリズムを太鼓で演奏する様子を録画し学習を深めたり、評
価に活用したりしている。

19 島根県
グループ学習で端末の録画機能を利用しお互いのキーボード演奏の様子を
録画し、学習を深めることに活用している。

20 鳥取県
自分が教材を提示するのに使う程度。生徒に使わせることはできていな
い。

21 鳥取県

①Google Classroomの「課題配布」機能で振り返り（ドキュメント）を配
布し、毎時間提出させている。提出後は、教員が振り返りにコメントを記
入し、返却する。
②共有フォルダに歌唱の範唱をアップロードし、いつでも聴くことができ
る状態にする。（著作権には注意しており、ダウンロードはできないよう
に設定している。）
③創作や器楽の発表の時にお互いにタブレットで撮影し、評価に活用して
いる。また、生徒自身の振り返りに使うことで、よりよい表現活動ができ
るようにしている。

22 広島県

①１人１台端末と各教室のアクセスポイントが実現しており、学校の教育
 活動全般で日常的な活用が行われている。

②鑑賞の授業では，学習端末でDVDが見られるようにし，生徒自身が必要
や時に確認をしたり繰り返し見たりすることで理解を促している。

23 広島県

①一人一台端末と各教室のアクセスポイントが実現しており、学校の教育
活動全般で日常的な活用が行われている。
②黒板代わりに使用し、欠席者にもオンラインで授業に参加できるように
している。
③実技テストは，一斉に行い，録画・録音をさせて提出している
④著作権に注意し、歌唱の範唱を各生徒の端末に送り、個人の学習に利用
している。
⑤学習プリントをデータのかたちで提出することとし、評価の効率化を
図っている。
⑥教育委員会が一般社団法人 授業目的公衆送信補償金等管理協会
（SARTRAS）との契約を行ったので、使用できる鑑賞音源を生徒に配信
し、鑑賞の授業を行っている。
⑦ロイロノートを使用し，回答共有によってより多くの生徒との意見交流
ができるようにしている。
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24 新潟県

①Garagebandを用いた創作授業（時計のアラーム音や、朗読BGMの作成
 など）

②合唱やパート練習をタブレット端末を用いて録画し、客観的な分析にあ
 てる。

③楽譜のデータを配布し、表現の工夫などを書き込み、ロイロノートで提
 出。

 ④楽譜データをTVに写し、表現の工夫などを書いて提示。
⑤各自のタブレット端末で録音した歌唱の音源を提出し、歌唱テストとし
て評価。

25 山形県
①「一人一台端末」の実施
②ロイロノートというソフトの利用。 →カメラ（動画や写真）で歌唱の
確認や姿勢の確認を行っている。

26 島根県
生徒1人に１台のタブレットはあるため、参考音源や動画の視聴をしてい
る。

27 新潟県
録画機能を利用して、各自の演奏を提出させ、実技評価の効率化を図って
いる。

28 広島県

①一人一台端末と各教室のアクセスポイントが実現しており、学校の教育
 活動全般で日常的な活用が行われている。

②chrome musicというアプリを活用し，フーガの形式を用いた創作の授業
 を行っている。

③Teamsに音源をあげ，自分が聴きたいところを何度も聴き直せるように
して鑑賞の授業を行っている。

29 新潟県
①一人一台端末と各教室のアクセスポイントが実現しており、学校の教育

 活動全般で日常的な活用が行われている。
②ガレッジバンドというアプリを活用し創作の授業を行っている。

30 新潟県

①デジタル教科書を一人ひとりの端末で使用し、創作活動やリズムづくり
など行っている。
②ミライシードを使って、鑑賞時の個人の思いや感じ取ったことを発信
し、意見交流を行っている。
③鑑賞授業のまとめとして、レポートづくりをクラスルームで行い、投稿
する。
④リコーダーのテストでは、個人の端末で録画する。
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31 新潟県

①Google Formで定期テスト、単元テスト、授業アンケート、合唱祭関連
のアンケートを行っている。
②実技テストは動画撮影→Google classroom経由で投稿。
③歌唱チェックは動画の自撮り機能を使用。
④鑑賞ではGoogle jamboadで交流しながら実施。
⑤創作ではGoogle music labを活用。
⑥授業はパワーポイントで進める。
⑦ICTはほぼ毎回の授業で活用する。

32 京都府

①ロイロノートを使い、リコーダーの運指の録画を撮影し、教師側に提出
させて、1人1人の確認をしている。また、歌唱についても録画して、教師
に提出している。
②ガレージバンドアプリを使い、創作の時に音を出しながら自分の作曲し
た曲の確認をしている。
③合唱祭でのパート音源を配信し、合わせて歌唱できるようにしている。

33 島根県 一人一台端末を使用して調べ学習や鑑賞に利用している。

34 鳥取県
ロイロノートを使い、展覧会の絵の「古城」の情景想像を音の要素をヒン
トにクラゲチャートを使ってまとめ、判で意見交換、その後、班発表をお
こなっている。
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35① 青森県

① パート練習の音源をロイロノートで配信
・配信する音源を教師が制作。
・制作した音源を使用し、先にパート練習。
・教師主導の練習は、パート練習で生徒が出来なかったところに焦点を当
てることで、練習時間短縮に繋がる。

② Garage Bandでピアノ実技の授業実施。
・ピアノを弾くついでに、楽典まで教える。
・1人一台ピアノがあるのと等しい環境なので、楽典が教えやすい。

③ 歌唱×創作の融合課題制作
・「早春賦」の歌唱練習→Garage Bandで録音。
・「早春賦」のコードを教え教科書に書き込ませる。
・録音した歌に合う伴奏を、コードも参考にしながら、Garage Bandで制
作
・ついでにピアノの鍵盤も使ってコードも教える。

④ 調べ学習
・三味線について、自分で下調べをして、ロイロノートで提出。
・調べてある程度イメージを持った状態で、三味線体験授業実施という流
れ。
・間違っているところや不足のところだけ、補足授業する。

35② 青森県

⑤先生になってみよう（鑑賞）
・自分の好きなオーケストラの楽器を調べる。
・調べたものをロイロノートのシートにまとめる。
・まとめたシートを見て、教師が穴埋めプリントを作成。
・生徒は、ロイロノートのシートを板書のように活用しながら、調べた
オーケストラの知識をもとに、授業をする。
・聴いている生徒は、穴埋めプリントを埋めながら聴いている。
・最後は、補足授業を教師が行う。

⑥アンケートや授業の振り返り等で活用

⑦デジタル教科書での資料提示

⑧鑑賞での資料検索
・パイプオルガンの画像検索や動画視聴、民族楽器の音色視聴
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36 北海道

①一人一台端末の配付がおよそ完了し、学校の教育活動全般で日常的な活
用が行われているが、音楽室にアクセスポイントがなく、他の特別教室へ
移動して授業を行っている学校もある。
②創作の授業において、ソングメーカーを使用し言葉の抑揚を生かした旋
律づくりに取り組み、Flatというアプリを利用して楽譜にして提出すると
いう実践例がある。ソングメーカーで五音音階に設定したり、クラスルー
ムと連携させ提出させたりするなど、目標に合わせ主体的に学習に取り組
むための方策を模索し、業務軽減や効率化を図っている。

37 三重県

①一人一台端末と各教室でのアクセスポイントが実現しており、学校の教
育活動全般で毎日活用している。
②合唱練習で、生徒が自分で自分たちの合唱を録画し、クラスルームに
アップしてみんなで共有し、課題点を見つけて、次の練習に活かしてい
る。
③リコーダーやギターでのアンサンブルの演奏を録画して、グループ毎に
各自で協働的に活動している。
④教師のリコーダーの演奏動画（生徒が演奏するときの目線で録画したも
の）をクラスルームにアップし、個別に進度に合わせて練習できるように
している。
⑤思考ツールを使って、共通教材などの歌詞の理解を深めている。

38 三重県

①教師のリコーダー演奏動画については、実際にリコーダーを演奏すると
きに、タブレットを生徒が見て、自分が演奏しているのと同じようになる
ような目線でのカメラアングルで録画した。楽譜も一緒にアップして、タ
ブレット上で見ることができるようにている。
②リコーダーとギターのアンサンブルでは、自分たちの演奏している姿を
録画している。
③合唱の録画では、その時の合唱の出来上がり具合に応じて、撮影するア
ングルを工夫している。

39 鳥取県

①一人一台タブレットで、「Music Lab」を使って、創作の授業を行って
いる。
②CDデータ等を「Google Drive」の共有フォルダーに保存し、合唱の音
取りや鑑賞の聴きなおし等に活用できるようにしている。
③歌唱やリコーダー実技を個人で録画し、「Google Drive」に提出させて
いる。
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40 鳥取県

①「クロームミュージックラボ」というサイトを使用して、創作活動を
行っている。リズムやメロディーづくりなどが簡単に手軽に体験できるの
で、創作活動のとっかかりに最適である。
②歌唱テストをタブレットを使用している。全体で一緒に歌う時に、イン
カメラで自分自身を撮影させ、表情の確認や自分の声を聴いて、自身の向
上に繋げることができた。
③合唱コンクールの曲決めで、予めロイロノートで十数曲を配布しておく
ことで、個人のペースで視聴することができた。また、最終投票もロイロ
でのアンケートにすることで、その場で結果を見ることができ、時間短縮
に繋がっている。

41 青森県
①ソングメーカーを使って、サウンドロゴの創作の授業を行っている。
②学習プリントをデータで提出させ、効率化を図っている。
③使用できる鑑賞音源を生徒に配信し、鑑賞の授業を行っている。

42 青森県

①一人一台端末ののクロームブック（タブレット型ノートパソコン）を使
用しながら、教科書のQRコードを読み込みイヤフォンを使いながら音楽等
を聴いている。タブレットのQRコード読み込みアプリ（もしくはタブレッ
ト機器）がオート機能がついていないため、教科書の小さなQRコードが読
み込めない場合がある。

43 青森県
民謡の授業では一人１台端末を利用して、こきりこ節や谷茶目の民謡にに
ついて調べ学習をおこなった。

44 青森県

①1人1台端末と各教室のアクセスポイントが実現しており、学校教育活動
全般で日常的な活用が行われている。
②SONGMAKERというアプリを活用して、創作の授業を行なっている。
③著作権に注意して、歌唱の範唱を生徒の端末に送り、個人の学習に利用
している。
④器楽や歌唱の技能の評価資料として、端末の録画機能を活用している。
⑤生徒相互に録画した画像やアプリで創作した作品をFormsやClassroomを
通じて提出させている。
⑥楽典や作曲者についてなど、調べ学習に端末を活用している。
⑦jamboardというアプリを活用して、鑑賞における生徒相互の感想の交流
を行なっている。
⑧紙の学習プリントに代えて、ドキュメントというアプリを活用すること
がある。

45 青森県

①一人一台端末と各教室のアクセスポイントが実現しており、学校の教育
活動全般で日常的な活用が行われている。
②一人一台端末を活用し、歌唱、リコーダー演奏などの動画を著作権に配
慮し利用している。
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46 山形県

電子黒板にて、デジタル教科書を活用。また、一人１台タブレットを使用
して、毎時間の最後に、振り返り（Ｇｏｏｇｌｅフォーム）を入力、提出
（Ｇｏｏｇｌｅクラスルーム内）をしている。それをＥｘｃｅｌファイル
で一覧にし、次回の授業に配付し、振り返りの共有をはかっている。

47 大阪府

一人１台のタブレット端末の配備がされた。アクセスポイントが通常教室
にしか設置されておらず、特別教室である音楽室は教室からのWi-Fiしか届
かずネット環境は十分でない状態である。
タブレットPCであるためiosのガレッジバンドが使用できない。また、それ
に類似する創作で活用できるアプリなどのダウンロード申請を市町村教育
委員会に提出したが却下された（R３年度末）

実践事例
①世界の諸民族の音楽で使われている民族楽器について各グループで調べ
てまとめ、発表する。発表を聞き得た知識をもとに、それらの共通点や差
異点をまとめるレポートを書く。発表資料は学習ソフトであるミライシー
ドのオクリンクで作成。レポートもオクリンク内のカードでデジタル化し
た。
②箏の音色や特徴を伝えようという題材の授業で、演奏方法のコツや自分
たちが気づいたことをMicrosoftTeamsを活用して、Excelファイルや
PowerPointファイルを共有しながら共同編集している。
③各単元のふりかえりをMicrosoft Formsで行っている。ふりかえりの分析
も短時間ででき、生徒にフィードバックすることも簡単にできるため効果
的であるように感じる。

48 青森県
クロームブックを使い、演奏の動画をとり、生徒が自分たちで改善点を見
つける。

49 島根県

本校は8年前から、積極的にICT機器（タブレット）を活用した授業を推進
している。生徒は１人ずつタブレットを持ち、各クラスルームには電子黒
板が設置されている。ただし特別教室（音楽室）には大型テレビはある
が、電子黒板は設置されていない。
音楽の授業では、
①調べ学習の時にタブレットを活用する
②実技（歌唱・器楽）の様子をビデオに録り、学習にいかす
③授業の板書を写真に撮り、自宅待機の生徒に配信する。

50 広島県

①バーチャルピアノを活用し､旋律の創作の授業を行っている。
②グループごとに同時に歌い､個々のタブレットで録音したデータをTeams
の課題にアップロードさせて歌唱の評価を行っている。
③パワーポイントによる資料等をグループで共有し、対話を深める学習を
行っている。
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51 青森県
SONG MAKERというウェブサイトを活用し、初歩的な創作の授業を行って
いる。

52 山口県 ガレージバンドというアプリを活用し、創作の授業を行っている。

53 大阪府
Chrome bookのジャムボードというアプリを使い、班活動での意見交流、
発表をしている

54 鳥取県

①合唱コンクールの自由曲聞き取りの際、以前はコピー楽譜の配布をして
いたがカメラで楽譜を撮り、それをクラスルームに添付している。テスト
の模範解答も同様に扱っている。
②筝の実技や歌唱場面の動画撮影を行い、振り返り場面に活用。
③ソングメーカーを用いて、メロディー創作を実践。
④合唱練習の音確認ツールとして活用。（以前はCD配布をしていた）
⑤授業の隙間時間にMUSICAを実践。個々のペースで問題（楽典）に取り
組む。

55 青森県

①一人一台端末と各教室のアクセスポイントが実現しており、日常的な活
用ができる。
②グーグルクロームのスライドを活用し、プレゼンテーションの授業を
行っている。
③共有ドライブに鑑賞教材の音源をあげ、生徒が個人で何度も繰り返し聴
くことができるように工夫している。

56 鳥取県

①Google Formでワークシートを作り、生徒に課題を出題し、それを回収
して評価をつけている。
②Google Formで、合唱コンクールの選曲を行い、クラス曲を決定させ
た。

57 京都府

①ロイロノートを使用し、リコーダー演奏の様子を提出させている。
②iPadのボイスメモを使用し、歌唱音源を録音して提出させている。
③ロイロノートでスライドを作成し、鑑賞曲のプレゼンテーションをして
いる。

58 鳥取県

①一人一台端末と各教室アクセスポイントあり。音楽室は移動式アクセス
ポイントで対応。
②ソングメーカーというアプリを活用し創作活動を行った。
題材「ハ長調の音階を使って、まとまりのある旋律をつくろう」
音のつながり方を工夫しながら、個人で旋律づくりを行った。生徒は、ハ
長調の和音に合う旋律の音を入力し、音のつながり方を実際に聴いたり視
覚的にとらえて確認したりすることで、学習効果を得ることができた。

59 新潟県
①技能テスト（歌唱・アルトリコーダー）
②鑑賞（映像鑑賞・意見交換）
③合唱練習（パート練習、合唱で録画し振り返り）
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60 新潟県

④クロームミュージックラボを使った。創作活動の授業で、作品のURLを
Classroomで提出させている。
⑤歌のテストでは、カメラ機能を使ってそれぞれを声を録画させ、自分の
声を聴いたり教員へ提出させている。

62 山口県
 ①ガレッジバンドというアプリを使い、創作の授業を行った。

 ②デジタル教科書での音源使用や、器楽指導での運指確認

63 新潟県
音楽科の合唱の授業で、インターネット上のパート練習用動画を電子黒板
で視聴しながらパート練習を行った。

64 新潟県

①前任校でミュージックラボというツールを使って旋律づくりの学習をし
 ていた。

②音を選ぶ形にすると入力ミスもなく、音符を読むのに時間がかかる生徒
 も取り組みやすそうであった。

③音楽のクラスルームを作ることで授業の準備がやりやすくなり、効果的
であった。

65 新潟県

一人一台端末とWIFI環境も充実しており、iPadのロイロノートを活用し、
主に鑑賞の題材で授業を行っている。具体的にはポップの作成を通して楽
曲の特徴や魅力を紹介するなど、より充実した授業となる手立てとしてい
る。

66 新潟県

一人一台タブレットは持っているが、音楽室にWi-Fi環境がなく、タブレッ
 トを使用しての授業は行っていない。

鑑賞授業のまとめや合唱選曲の授業では、ノートパソコンを使用し動画を
見たり、音源を聴いたりして授業に役立てている。

67 新潟県
ロイロノートを活用している。著作権に注意し、パート練習用に教員や生
徒が歌った音源を、ロイロノートを介して生徒へ送っている。生徒はその
音源を聴きながら、自宅で練習している。

68 新潟県

①バーチャルピアノというアプリを用いて、リズム創作や旋律の創作の授
 業を行っている。

②一人一台端末と音楽室に拡大提示装置が設置され、合唱の選曲やパート
 練習に活用している。

③生徒が興味をもった郷土の音楽・日本の民謡を調べ、レポートを作成
 し、グループやクラスでプレゼンテーションを行った。

④出光のオンラインコンサートに参加するため、生徒が端末を使って自宅
で器楽の練習を行ったり、課題曲を自宅で演奏録画し、端末を使って提出
したものを評価するなど活用した。

69 山形県

①一人一台端末と各教室のアクセスポイントが実現しており、学校の教育
 活動全般で日常的な活用が行われている。

 ②キューブミュージックを使用して創作の活動を行っている。
③デジタルの思考ツールを活用して学習活動を行っている。

70 大阪府 夏休みの課題として、タブレットを用いて調べ学習。
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71 島根県
 ①電子黒板に教科書や楽譜、ワークシートを映すこと。

②その楽譜に表現の工夫を書き込み、その次の時間でも提示できるように
すること。

72 新潟県
①騒音測定器を使って発声練習を行い、生徒の声量を視覚化している。

 （あくまでも参考程度）
 ②相互評価シートにロイロのアンケート機能を使ったことがある。

73 新潟県

 ①譜面等を｢google classroom｡にて添付送信している｡
②資料をiPadソフト｢メモ｣を使いアップルＴＶを活用し机間指導で知った

 情報を送信(加工)し ている｡
 ③GrageBandを使用しモードの学習に使用している｡

④教科書QRコードを利用し生徒は学習活動を充実させている｡

74 新潟県
 ①シンキングツールを使用し、生徒の思考場面で使用しています。

②学習プリントをデータで使用。紙の削減・提出確認の効率化を図ってい
ます。

75 山形県

①デジタル教科書をプロジェクターでスクリーンに映し、楽譜を拡大して
 表示したり、楽譜を映しながら音源を流したりしている。

 ②タブレットのeライブラリというアプリで楽典の知識問題を解いている。
 ③鑑賞音源をタブレットに配信し、鑑賞の授業を行っている。

④授業で活用したいYouTube動画のURLをTeamsに送り、そこから動画を
見ている。

76 新潟県

現在、当校では一般教室、特別支援教室はＩＣＴ対応モニター設置。校内
では音楽室のみ、地上アナログと地上デジタル変換期のモニターが設置さ
れている。今後少子化による学級数減のため、新たに配当する予定も全く

 ないとの決定。ＩＣＴを活用する授業は実施できていません。

77 鳥取県
一人1台端末と各教室のアクセスポイントが実現している。教科書のQR
コードを読み取ったり調べ物をしたりする他、創作のワークシートを共有
してグループで書き込みをしたりすることもある。

78 青森県
創作で作ったメロディーをChromebookの鍵盤アプリを活用し、練習・発
表を行った。

79 新潟県 音楽科における具体的な実践事例なし
80 新潟県 タブレットによる視聴

81 大阪府

①1人１台端末ができるまではPC室のPCで「ボーカロイド教育版」を使用
 し、創作の授業を行っていた。

②コロナ関係の出席停止者に対するオンライン授業の配信に使っている。
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82 新潟県

①合唱のパート別や伴奏、範唱音源を入れ、夏休み中に自主練習でいるよ
 うにしている。

②リコーダー練習で、階名や運指を書き込んだ楽譜をｐｄｆであげて活用
している。

83 新潟県

①classroomを使って、毎時間の「課題・学習内容」を伝え、「今日の振り
 返り」を提出することとしている。

②学習プリントをデータのかたちで提出することとし、評価の効率化を
図っている。

84 広島県

①合唱や器楽合奏のとき，自分たちの演奏をタブレットで録画し，モニ
ターにつないで再生しながら鑑賞し，改善点を客観的に知覚し改善してい

 けるようにしている。
②作曲者や楽器などをインターネットで調べ，レポートにまとめること
で，それらについて詳しく学習させている。また，レポートを掲示し，他
学年も見ることで，既習事項の復讐をしたり，次学年に学習することを知

 るきっかけにもしている。
③学校に鑑賞曲のDVDが揃ってないときは，インターネットで動画検索し
鑑賞している。

85 新潟県
 ①Googleクラスルームを作成し、情報共有をしている。

②ジャムボードを活用し、意見交換を行なっている。

86 島根県

 ①Garage bandというアプリを使用して、創作の授業を行っている。
②iPadでロイロノートを使用し、楽譜を撮り、それを見ながら録音してい

 る。
③デジタルコンテンツを使用して、創作の授業を行っている。

87 青森県
①音楽の授業ではyoutubeで見せたいもの（鑑賞教材）を教室のモニターに
写して鑑賞する。

88 新潟県

 ①グループ活動で、ジャムボードを使用し、鑑賞の授業を行っている。
 ②合唱コンクールの強調週間では、生徒がタブレットで撮影し、クラス
ルームにアップし、コメントをそれぞれ書き込みながらよりよい合唱作り
に励んでいる。

89 新潟県

①題材のまとめとして歌のテストを行う時に、教員の端末で録画をしてい
 る。生徒の歌っている様子を録画し、評価の効率化を図っている。

②グループ活動で端末の録音機能を利用し、演奏の様子を録音し生徒同士
で聞き合っている。発声や言葉の発音、息の使い方等の基本的な技能を身

 に付けられるようにするための材料として活用している。

90 新潟県
 YouTubeでバレエの動画を鑑賞した。

音楽室にWi-Fi環境が整備されていないため、３階の教室と１階の音楽室を
行き来しなければならず、大変でした。
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91 青森県

一人一台タブレットが支給されており、五教科では授業中での活用がよく
 されているが、

実際の音楽の授業では、全体に一台という使い方をしている。具体的に
は、鑑賞教材で、聴き比べをしたり、楽器の音色を確認したり活用してい

 る。現在はその程度の活用である。

92 山口県

①song makerというソフトを活用し、「さくらさくら」の編曲や校歌の歌
 詞を引用して旋律をつくるなどの創作の授業を行っている。

②鑑賞の授業ではjamboardやスプレッドシートを活用し、他の生徒との意
 見交流を円滑に行っている。

③グループ学習で端末の録画機能を活用し、お互いのリコーダー演奏や歌
うときの様子を録画し、演奏時の姿勢、指づかい、表情などを確認しなが
ら学習を深めていくことに活用している。

93 青森県

①グループ学習でジャムボードを活用し、音楽を聴いて知覚したことや感
受したことを色を変えてフセンに記入して全体の場で共有することに活用

 した。
②合唱の音取りをするときに、部分的に男声や女声パートが細かく分かれ
るところで、教師が音取りをして歌った動画を録音し、各生徒の端末に送
信して、いつでも音程が確認できるように活用した。

94 青森県

 ①教員の許可のもと、1人1台使用することができる。
②鑑賞の授業において、タブレットを用いた調べ学習をさせ、簡単な新聞

 作りをさせている。
③鑑賞の授業において、各自が動画を見れるようにし、曲についてプレゼ

 ンテーションをさせる。

95 山口県

①「song maker」というアプリを活用し、コード進行に合った旋律を創作
 する授業を行っている。

②「Google classroom」で楽譜を配付し、生徒個人の書き込みを共有した
り、「jamboad」で意見交換する授業を行っている。

96 広島県

①タブレットの録画機能を利用し，リコーダー演奏や合奏などの様子を録
 画し，学習を深めている。

②音楽室の電子黒板にファイルの保存機能があり，板書を保存し授業のつ
ながりで必要に応じ て何回も使用できるし，保存して いるものを書き

 換えたりしながら活用している。

97 新潟県

 ①ロイロノートの利用
②学習の振り返りをカード、楽譜への書き込み、合唱や器楽の実習の録画

 を提出箱に提出する。
③合唱発表会の選曲の時に，アンケートカードを教師から生徒に送信し，

 希望の曲を選択する。
 ③チューナーアプリの利用～ギターや琴のチューニングをする。

 ④ガレージバンドアプリの利用～色々な楽器の音を体験させる。
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98 青森県

①１人１台端末、各教科で授業のほか特別活動や行事においても使用され
 ている。

②ソングメーカーを使用し、各種音階を使用した創作活動など行ってい
 る。

③著作権に注意し、歌唱の範唱や和楽器等の模範演奏をGoogleクラスルー
ムに投稿し、各生徒の端末で視聴できるようにしている。和楽器の模範演
奏は練習の待ち時間に視聴するなど、授業を効率的にすすめる上で非常に

 役立っている。
④授業での発表を撮影した映像を同じくクラスルームにアップして振り返
りとして視聴できるようにしている。（視聴条件や公開時期を設けてい

 る）

99 新潟県
ロイロノートで楽譜を撮影し、画面共有をした後、曲を流しながら、楽譜

 に先生がマーカーで、どこを今、歌っているかを示してあげる。

100 新潟県

①著作権に注意し、歌唱の範唱を各生徒の端末に送り、個人の学習特に合
 唱の音取りに利用している。

②録画機能を利用して、単元の終わりに演奏の様子を互いに録画し、評価
 に活用している。

③デジタル教科書を活用し、映像の視聴や楽譜への書き込みなどを行って
 いる。

 ④kahoot!を用いて、知識の確認を行っている。
⑤slido.comのサイトを活用し、生徒の考えを全体共有できるようにしてい

 る。

101 広島県

 ①楽器や民謡，伝統芸能についての調べ学習をしている。
②「ミュージック・ラボ」というアプリを活用し，創作の授業を行ってい

 る。
③グループ学習で，「ミュージック・ラボ」というアプリを活用し，鍵盤

 練習をし合奏の授業を行っている。
 ④端末の録画機能を活用し，リコーダー演奏の様子を録画している。

⑤端末の録画機能を活用し，音階を体で表現したものを録画し，お互いに
交流した。

102 大阪府

本校では歌唱の時に距離をあけられるように、音楽室ではなく広い教室で
授業を行っております。能や狂言などのアプリをパソコンに入れられたら
もっと興味が広がるのではと思っておりますが、難しいです。現在被服室
のインターネット環境が良くないのでＰＣ授業はできていません。またコ

 ロナのため、リコーダーを購入しておらず、録画はできておりません。
昨年は、オンライン授業があったため、家庭で鑑賞をしたり、自宅で歌っ
た歌をオクリンクで提出したりと活用することができました。
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103 新潟県
①グループの代表が箏や打楽器アンサンブルを撮影したものを提出し、そ
れを全員で共有する活動を行っています。

104① 千葉県

①一人一台タブレット、電子黒板を各教科で使用し、学校の教育活動全般
 で日常的な活用が行われている。

②Piano１０というアプリを活用し、創作活動での音程や速度の確認、調整
 のために使用した。

③教育委員会がSARTRASとの契約を行ったので、使用できる鑑賞教材等を
 生徒に配布し、鑑賞の授業に生かしている。

④著作権に注意し、合唱のパート音源を一人一台タブレットに配布し、個
 人の学習に利用している。

⑤休校時など、一人一台タブレットでの授業ライブ配信で、教師のリコー
ダー演奏の運指がわかるように指を写し、リコーダーの運指を学習するな

 ど、行動制限がかかり、全体でできない事を各個人で学習した。
⑥端末の録画機能を利用し、合唱の動画を撮影し、表現の工夫に生かし

 た。
⑦ｘSync（バイシンク）を活用し、一人一台タブレットと電子黒板をつな
ぎ、個人、グループの意見を共有するなど、協同的な学習や、学習を深め

 る等に役立てた。

104② 千葉県

⑧合唱発表会等、体育館と教室をリモートでつなぎ、お互いの発表を聞き
合った。
⑨各自のタブレットに配付した楽譜やワークシートに、生徒が自分の考え
を書き込む活動を行った。
⑩Teamsの課題配付機能を用いて、和音（?－?－?－?等）の演奏を各自の
タブレットに配付し、児童がそれに合わせて、旋律を演奏する。また、そ
れぞれにつくった節を演奏して確かめた。⑪鑑賞において、AIAIモンキー
やTeamsのアンケート機能を活用し、意見交換や意見の集約、分析を行っ
た。
⑫学習活動ソフトウェアSKYMENUアプリケーションの発表ノート（教師
からの配付、児童・生徒からの提出、グループワーク等ができる）を活用
した。
⑬GoogleClassroomを活用した。（「SONG MAKER」の活用等）
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104③ 千葉県

⑭JamBoardを活用し、話し合い活動等を行った。
⑮SongMakerで作った伴奏に合わせて歌う。
⑯Chrome Music Lab を使って、創作の授業をした。読譜や楽器の演奏技
術といった、創作の活動に苦手意識を持つ要因が取り除かれ、誰もが楽し
んで取り組むことができた。
⑰Chrome book を使用して、独唱の実技テストを行った。コロナ禍で、
対面で歌うことができなかったこと、人前では抵抗感のある活動だったこ
となどから、自分の演奏をクラスルームにあげてもらうようにし、教師が
評価・助言するようにしたところ、意欲的に取り組める生徒が増えた。
⑱Chrome book ジャムボード(デジタルホワイトボード)を使って、鑑賞
の授業などで、調べたことをスライドやアニメーション化して、プレゼン
しあった。手書きやふせん、画像の取り込みができるので使いやすい。
⑲Googleフォームを使って、知識を確認するテストプリント作成すること
により、意欲的に取り組み、評価もしやすい。

105 青森県

①一人一台端末と各教室のアクセスポイントが実現しており、学校の教育
 活動全般で日常的な活用が行われている。

②googleのアプリ「Song Maker」を利用して、生徒一人一人の「大切なも
の」をテーマに作曲させた。その作品をグループ活動で鑑賞しあうことに
より、音色・音の高低が生み出す特質や雰囲気を感受し、よりよい表現方
法を身に付けられるよう創作の授業を行った。

106 鳥取県

①創作のグループ学習で、端末の録画機能を使って作ったものの出来栄え
 を確認してより良いものにする。

②スプレッドシートを使ってリズム創作や、意見、感想のやりとりを行っ
 ている。

 リズム創作は、1，2年教科書の「リズムチャレンジ」をスプレッドシー
 トで行うもの

  で、生徒同士見合うことができるもの。
③著作権に注意し、個々の端末でパート別音源を使った歌唱練習を行って

 いる。
④「Scratchのリズムゲーム」（オンライン）を使ってリズムづくりをす
る。
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107 京都府

①一人一台端末と各教室のアクセスポイントが実現しており、学校の教育
 活動全般で日常的な活用が行われている。

②著作権に注意し、歌唱の範唱を各生徒の端末に送り、合唱のパート練習
 等に活用している。

 ③タブレットの録音・録画機能で演奏を記録し、評価に役立てている。
④創作の際に、GarageBandでつくった旋律等を演奏させ、確認することに
使用している。

108 新潟県

①合唱の授業では、グループで演奏した様子をiPadで録画し、強弱の工夫
などがどうきこえているのか振り返る活動を行っている。また、各グルー
プの演奏動画を見あって、互いの演奏の良さをみつける活動を行ってい

 る。
②創作の授業では、GarageBandというアプリを使って、複数の打楽器の音

 をトラックごとに収録し、重ねて曲にする活動を行っている。

109 神奈川県

①Google Chrome Music Labのツール「ソングメーカー」を使って、旋律
 の創作（小学生向けのソフトですが、十分活用できるとのことでした）

②ヤマハの「ボーカロイドfor education」を学校で購入、インストールし
 て、創作の授業で活用

 ③jamboardで鑑賞の授業で意見を共有する際に活用
④学級閉鎖の際、meetで雅楽のオンライン授業をし、デジタル教科書の音

 源や資料を活用
 ⑤器楽で自身の演奏を録画させ、振り返りに活用

 ⑥歌唱で自身の演奏を録音や録画させ、評価資料として活用
⑦リズムアンサンブル創作にグループjamboardを使って共有

110 新潟県

 ①ロイロノートで意見をシェア、プレゼン、学習補助資料の配布（リコー
 ダー演奏動画など）

  アンケートで意見集約、振り返りシート作成し、評価資料にするなど
 ②YouTubeで調べ学習、合唱パートの音とり、参考音源の鑑賞

③iMovieで「ふるさとムービー作成」として、自分が作成した映像動画に
 合ったBGMを自分の演奏で録音

 ④ボイスメモで自分たちの合唱を録画し、改善点を話し合う

111 京都府

①ロイロノートを使い、生徒と一人一人の感想を交流するときに使ってい
 ます。

 ②授業の振り返り時間に提出させている。
 ③youtubeの視聴

④リコーダー練習時や授業中に電子教科書をスクリーンに映して、授業を
進めています。
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112 新潟県

①i Padの録音機能を利用して、生徒が自分たちの演奏を聴けるようにして
 いる。

②著作権に注意し、歌唱のパートごとの範唱をロイロノートを用いて各生
徒の端末に送り、個人、またはパートの学習に利用している。

113 新潟県
一人に１本リコーダーやキーボードがないので、作曲の授業の時は、一人
に一台使えるタブレットのバーチャルピアノを使って音を確認しながら作
曲しました。

114 広島県
本年度育休から復帰し、まだ実践できておりません。今後、クロムブック
のGoogleクラスルームでパート音源を聴けるようにして自宅でも歌練習が
できるようにしたいです。

115 島根県
①端末の録画機能を使って、自分達が考えた表現の工夫が伝わるように表

 現できているか確認、振り返りをする。
②創作の演奏を録画し、評価の効率化につなげている。

116 長野県

 ①学校の教育活動全般で日常的な活用が行われている学校が増加。
②歌唱、鑑賞の授業等で、音楽を聴いて感じたことや気づいたことを、共
同編集できるワークシートに各自で書き込みをすることで、互いの考えや

 感じたことを共有し、効率よく学習を推進。
③教師が作成した練習用音源をサーバー上に保存、各生徒が端末からアク
セスして聴いたり、また何度も聞き返したり、合わせて口ずさんだりする

 など活用。
④器楽グループ学習で、互いのリコーダー演奏の様子を録音し、聞き返し

 ながら練習を自主的に進められるよう活用。
⑤創作の授業では、ボーカロイド（YAMAHA）を活用し、地元の駅の到着
音を作ろうという授業を展開。いろいろな音や旋律を試しながらお気に入

 りの旋律を創作。
⑥学習プリントのまとめをデータ入力して提出。

117 青森県

①一人一台端末と各教室のアクセスポイントが実現しており、学校の教育
 活動全般で日常的な活用が行われている。

 ②毎時間フォームを活用して授業の自己評価やまとめを送信している。
③著作権に注意し、歌唱の範唱を各生徒の端末に送り、個人の学習に利用

 している。
④三味線やギターの学習では、ペアの演奏を撮影し、さらなる向上を目指

 して学習に取り組んだり、データを記録として送信したりしている。
⑤手作りの楽譜やワークシートを一人一台で見ることができるようにして

 いる。
⑥ソングメーカーのアプリやバーチャルピアノのアプリを活用して、創作
活動にいかしている。
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118 新潟県
 ①タブレットの録音機能を利用して歌唱の実技テストを実施している。

②スプレッドシートを利用して鑑賞の聴き取ったことと感じ取ったことを
記入させている。

119① 大阪府

 【端末の録画機能等による対話的な授業活用】
①端末の録画機能を利用し、各自、あるいはグループで課題設定をした演
奏等の様子を録画し、その動画を紹介するなどして共有し、探求学習を深

 めることに活用している。
②学習プリント等をデータ化したり、録画機能を利用して範唱・範奏等を
撮影し、ロイロノート(アプリ)の資料箱に蓄積し、いつでもどこでも常に

 閲覧・活用できるようにしている。
 ③ロイロノート(アプリ)で各々の考えを授業内で共有している。

④端末の録画機能を利用しお互いの演奏の様子を録画し、演奏の途中経過
 を発表したり、学習を深めることに活用している。

⑤歌唱練習のひとつとして、声を出さず歌った顔をipadの録画機能で自撮
 りし、生徒自身で口の形や表情のチェックができるようにしている。

⑥集中力やモチベーションを高めるべく、器楽の個人練習を録画させ、ロ
イロノートに提出させている。また、ロイロノートにギターの構え方な
ど、模範映像を配信し、生徒自身（手の形など）を比較できるようにして

 いる。
⑦夏休みの自由課題として、毎週〆切を設け、課題曲を歌った録画をロイ

 ロノートにて提出。
アドバイスを返している。
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119② 大阪府

⑧冬休みの課題学習として、リコーダーの個人練習を録画し、ロイロノー
トに提出させている。
⑨アルトリコーダーのテストにおいて、生徒が各自のタブレットで演奏し
ているものをカメラ機能を使って撮影し、その動画を教師に提出する。教
師はその動画で実技の評価を行う。
【インターネット上での授業活用】
⑩まなびリンク（教育出版）に各生徒の端末からアクセスさせ、鑑賞や範
唱を個人ペース、あるいはグループのペースで聴かせるなど、個に応じた
学習に利用している。
⑪インターネット上にある、MUSICCA（ムジカ）のバーチャルピアノを使
用し、音を確認しながら、オリジナルのチャイムを創る創作授業を実施。
⑫インターネット上にある、songmaker（ソングメーカー）という機能を
使用し、課題や条件、テーマに沿った曲を作るという創作授業を実施。
⑬インターネットを用いて、同じ管弦楽の曲を、指揮者や演奏者が違った
時の表現について感じ取らせる。
⑭ポピュラー音楽の中から１曲選び、タブレットでパワーポイントを作成
し、それを用いて楽曲紹介を実施。

119③ 大阪府

【GarageBand、Song Maker、ピアノアプリ等による創作デザイン】
⑮GarageBand(Macintoshアプリ)の自動演奏を使ってリコーダー演奏等に
さまざまな音色の伴奏を用いている。また、その音源のパターンを選択さ
せたり、打ち込みによる伴奏の創作をするなどをする場合もある。
⑯Song Maker(アプリ)を活用し簡単な旋律創作の授業を行っている。
⑰国語科とタイアップし、校外学習でつくった俳句に、バーチャルピアノ
を用いて、課題や条件を提示した旋律創作を実施。
⑱google chrome Musicを用いて、提示したメロディにベースやハーモ
ニー、リズム創作をさせている。
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120① 愛知県

①ICTプラットフォーム、「Flat for Education」を活用し、予め伴奏コー
ドを入力したものに音のつながりの特徴を生かした旋律やイメージと音楽
との関わりを考えた旋律を創作した。その際は共同編集機能を活用し、グ

 ループで創作に取り組む活動も行った。
②一人一台端末を活用して、実技試験は各個人での録画提出とした。自分
が納得いくまで何回も収録をしたり、何回も聴き直すことで、よりよい表

 現につなげることができた。
③リコーダーの演奏を家庭で録画し、提出した。授業時間内で演奏できな

 かった子どもも家庭で何度も繰り返し取り組み、成果を上げた。
④Web上のアプリ「Chrome Music Lab」を活用し、コード伴奏に合わせた
旋律づくりを行った。音楽を視覚的にとらえることができ、また表現した
音楽をすぐに聴くことができたりし、興味関心をもって取り組むことがで
きた。また、タブレットPCを活用して子どもたちの作品を共有すること
で、学級の友達の前で演奏したり作品の意図を伝えたりすることが苦手な

 子どもも、主体的に学習に取り組むことができた。

120② 愛知県

⑤デジタル教科書を活用し、表現活動において、楽譜を大きく提示するこ
とで、子どもたちが前を向いて姿勢よく集中して学習に取り組んだ。ま
た、合唱のパート毎、ピアノ伴奏のみ等、様々な演奏の再生ができ、表現
追究をするのに役立った。
⑥デジタル教科書を活用し、鑑賞活動において、演奏している箇所を楽譜
上で分かりやすく示したり、一部のパートのみを再生することができた
り、筝の弾く弦に色が付いたりする映像を見て、奏法に気を付けて聴いた
りすることができた。また、聴きたい箇所を何度も再生することができ、
主体的に学習に取り組むことができた。

121 島根県
Garage Bandというアプリを活用し、３年生の授業において、決まった
コード進行の中で言葉の抑揚を活かした旋律づくりができるよう行ってい
る。
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122 京都府

 ＜ICT環境＞
 ①一人一台のノートパソコンの使用。

 ②全教室にプロジェクター、Wifiの配備。
 ③GoogleGsuiteを全校で使用。

 ＜GoogleClassroomの利用＞
④課題提出（歌唱・リコーダー実技演奏動画提出、鑑賞授業後の振り返り

 フォーム入力）
 ⑤練習用コンテンツや鑑賞授業のアーカイブをアップ

 ⑥授業準備物や授業場所等の連絡
 ＜授業ツール＞

 ⑦Googleスライド（黒板の代替）
⑧楽譜ソフト（スコアメーカー：練習用コンテンツの作成、楽譜の提示と

 実技指導）
 ⑨デジタル教科書指導用

⑩オンライン授業用動画（教員欠席時の補講にも使用）

123 鳥取県

①一人1台使用している。学習のまとめや振り返りのワークシートを作って
個人で課題提出。
②歌唱テストで相互に映像を撮りあって、提出。自分の歌う様子を動画で
見て、自己分析・評価をして提出。改善点を見出し、練習に生かす。
③著作権に注意し、歌唱の範唱音源を末端に送り、家庭での音撮り練習に
使用する。
④鑑賞教材・歌唱教材についての事前の予習に使用し、提出。
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